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　３月 19 日に萩市長選挙の投開票が行われ、
新人の藤

ふじみち

道健
け ん じ

二氏（57 歳）が初当選しました。
　市長選挙は合併後４回目で、当日有権者数
は４万 3,086 人、投票率は 62.34％（前回
47.11％）でした。

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

男 19,524 11,810　 60.49
女 23,562 15,050　 63.87
計 43,086 26,860　 62.34

届出順序 候補者名 得票数（票）
1 藤　道　健　二 　13,823　　
2 野　村　興　兒 12,805　　
ー 無効投票等 　　232　　
計   26,860　　

投票結果 開票結果

藤道 健二氏が
初当選

萩市長選挙

新 市 長 の プ ロ フ ィ ー ル

【住　　所】
【最終学歴】
【略　　歴】

萩市浜崎新町
一橋大学経済学部卒業
日本長期信用銀行、中小企業金融公庫

（現日本政策金融公庫）

藤
ふじみち

道　健
け ん じ

二（57歳）○初

主屋内部

　

市
が
平
成
27
年
か
ら
保
存
修
理
を
進
め

て
き
た
、
旧
小
林
家
住
宅
の
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

　

建
物
は
佐
々
並
市い
ち

伝
建
地
区
の
中
心
部

に
あ
り
、藩
政
期
に
「
目も
く
だ
い
し
ょ

代
所
」が
置
か
れ

た
場
所
に
建
つ
、主
屋
、土
蔵
、離
れ
な
ど

か
ら
な
る
伝
統
的
古
民
家
を
改
修
し
た
も

の
で
す
。

４
月
15
日
か
ら
公
開
活
用
を
開
始

　

建
物
の
公
開
に
加
え
、
地
元
の
「
萩
往

還
佐
々
並
ど
う
し
ん
て
や
ろ
う
会
」
が

来
訪
者
を
お
も
て
な
し
す
る
と
と
も
に
、

佐
々
並
地
域
の
交
流
活
動
拠
点
と
し
て
地

場
産
品
の
紹
介
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展

示
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

【
事
業
内
容
】
修
理
工
事
、
公
開
活
用
に

必
要
な
施
設
整
備
工
事

【
事
業
期
間
】
平
成
27
～
28
年
度

【
総
事
業
費
】
９
９
８
８
万
円
（
う
ち
国

庫
補
助
額
６
４
９
２
万
円
）

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

一
般
公
開
に
先
立
ち
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

▽
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
（
終
了

後
か
ら
一
般
公
開
）

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
２
３
８
）

佐
々
並
市 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

旧
小
林
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
が
完
了

旧小林家住宅（左が土蔵）

３月
2017
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須
佐
地
域 

市
道
旧
国
道
線
「
港み

な
と
ば
し橋

」の

災
害
復
旧
工
事
が
完
了

平成 28年度に萩市が実施したさまざまな事業のうち、３月までに完了した事業を紹介します。

平成28年度に完了した主な事業 ③

　

平
成
25
年
７
月
28
日
の
萩
市
東
部
集
中

豪
雨
災
害
に
よ
り
、甚
大
な
被
害
を
受
け
た

萩
市
東
部
地
域
（
田
万
川
・
須
佐
地
域
）の

地
域
活
力
の
再
生
に
向
け
、少
子
化
・
定
住

対
策
と
し
て
、市
外
在
住
者
を
対
象
と
し
た

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
「
う
み
か
ぜ
田
万

川
住
宅
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
４
世
帯
13
人
の
方
が
入
居
さ

れ
、27
年
度
に
完
成
し
た
「
う
み
か
ぜ
須
佐

住
宅
」と
併
せ
て
、地
域
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
整
備
内
容
】
建
設
戸
数
４
戸
、
木
造
２
階

建
て
、
延
床
面
積 

約
85
㎡
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

敷
地
面
積 

約
２
４
８
㎡

【
総
事
業
費
】
１
億
４
６
４
１
万
円

■
問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所

　
　
　
　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
１
）

３月
2017

東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅

「
う
み
か
ぜ
田
万
川
住
宅
」
が
完
成

　

離
島
や
遠
隔
地
の
た
め
、萩
市
内
の
高
校

に
通
学
困
難
な
女
子
高
校
生
を
対
象
と
し

た
女
子
寮
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、平

成
27
年
度
に
、池
本
和か
ず
と人

・
純じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん
か
ら

寄
贈
が
あ
っ
た
病
院
等
を
、国
土
交
通
省
の

空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
改
修
し
た
も
の
で
す
。

　

愛
称
は
公
募
に
よ
り
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ー

ム
ほ
ほ
え
み
」と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
離
島
な
ど
か
ら
６
人
の
生
徒

が
入
寮
し
、市
内
の
高
校
に
通
学
し
ま
す
。

【
整
備
内
容
】
屋
上
防
水
、
外
壁
改
修
、
寮

室
９
部
屋
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
食
堂
、
厨
房
、

管
理
人
室
、
防
犯
設
備
の
整
備
な
ど

【
寮
室
備
品
】
エ
ア
コ
ン
、
学
習
机
、
イ
ス
、

ベ
ッ
ド
な
ど

【
総
事
業
費
】
１
億
４
６
８
７
万
円
（
う
ち

国
庫
補
助
７
３
４
３
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
２
５
・
３
１
４
１
）

３月
2017

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
備

高
校
生
女
子
寮
が
完
成

３月
2017

　

平
成
25
年
７
月
28
日
の
萩
市

東
部
集
中
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
、須
佐
地
域
の
「
港
橋
」の
復

旧
工
事
が
完
了
し
、３
月
23
日

か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
が
行
う
災
害
復
旧
工
事

は
、こ
の
工
事
で
最
後
に
な
り

ま
す
が
、国
や
県
に
よ
る
工
事

は
今
後
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

【
整
備
内
容
】橋
長
23
・
５
m
、

全
幅
8.3
ｍ
（
有
効
幅
員
7.1
ｍ
）

【
事
業
期
間
】平
成
25
〜
28
年
度

【
総
事
業
費
】４
億
６
７
０
０
万

円
、
う
ち
萩
市
負
担
１
億
３
１

９
３
万
円
（
国
庫
負
担
金
１
億

５
１
９
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
１
）

　

市
民
体
育
館
の
老
朽
化
し
た
床
の
保
全

修
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
磨
に
よ

り
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ(toto)

助
成
金
を
活
用

し
、
昭
和
54
年
の
建
設
以
来
38
年
ぶ
り
に

ア
リ
ー
ナ
床
の
全
面
張
替
え
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

【
整
備
面
積
】
１
５
５
３
㎡

【
総
事
業
費
】
４
１
７
２
万
円
（
内toto

助
成
金
１
６
０
０
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
２
５
・
７
３
１
１
）

２月
2017

市
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
床
の

改
修
工
事
が
完
了
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平成29年度 当初予算の概要
一
般
会
計
の
予
算
概
要

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
月
に
市
長

選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
民
生

活
に
直
結
す
る
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
や
一
般
行
政
経
費
を
主
体
と
す
る
と
と

も
に
、
投
資
的
事
業
は
原
則
と
し
て
継
続

事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
し
て
編

成
し
、
予
算
総
額
は
、
２
９
９
億
９
０
０

０
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
９
億
３
６
０

０
万
円
減
額
（
対
前
年
度
比
3.0
％
減
少
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
の
政
策
的
判
断
を
伴
う
事
業
や
臨

時
的
な
事
業
に
伴
う
予
算
は
、
今
後
、
補

正
予
算
と
し
て
議
会
に
提
案
す
る
予
定
で

す
。

一
般
会
計
歳
入
の
概
要　

○
市
税　

緩
や
か
な
景
気
回
復
が
見
ら
れ

る
一
方
で
、
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な

こ
と
や
人
口
減
少
な
ど
減
収
要
因
も
あ
り

ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
決
算
額
を
考
慮
し
、

前
年
度
に
比
べ
て
６
８
５
８
万
円（
1.3
％
）

増
額
を
見
込
み
、
51
億
６
７
９
１
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
地
方
消
費
税
交
付
金　

前
年
度
の
実
績

等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
７
０
０

万
円
（
△
9.1
％
）
減
額
を
見
込
み
、
７
億

７
３
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
上
げ
分

の
地
方
消
費
税
交
付
金
は
３
億
１
８
０
０

万
円
を
見
込
み
、
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢

者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護
、
介
護
、

医
療
、
保
健
衛
生
等
の
社
会
保
障
に
要
す

る
経
費
に
充
て
ま
す
。

○
地
方
交
付
税　

地
方
交
付
税
の
う
ち
普

通
交
付
税
は
、
合
併
算
定
特
例
期
間
の
終

了
に
よ
る
段
階
的
な
減
少
の
３
年
目
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
て
４
億

２
０
０
０
万
円
（
△
3.7
％
）
減
額
を
見
込

み
、
特
別
交
付
税
と
合
わ
せ
て
１
２
４
億

７
０
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
繰
入
金　

財
源
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
10
億
６
４
２
０

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
合
併

特
例
基
金
を
市
の
一
体
感
の
醸
成
お
よ

び
地
域
の
振
興
と
い
っ
た
基
金
の
目
的

に
沿
っ
て
、
地
域
で
活
用
す
る
巡
回
バ

ス
、
保
育
・
観
光
施
設
等
の
整
備
お
よ
び

地
域
の
道
路
維
持
等
に
活
用
す
る
た
め
、

１
億
６
８
０
８
万
円
を
繰
り
入
れ
、
繰
入

金
全
体
と
し
て
は
、
４
億
２
３
５
２
万
円

（
△
22
・
２
％
）減
額
し
、
14
億
８
１
３
８

万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
市
債　

新
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

前
年
度
に
比
べ
て
４
３
２
０
万
円（
1.3
％
）

増
額
し
、
32
億
４
４
９
０
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

区分 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 増減額 増減率

一般会計 299億9,000万円 309億2,600万円 △9億3,600万円 △3.0％

特別会計 172億7,490万円 204億400万円 △31億2,910万円 △15.3%

企業会計 74億5,329万円 48億7,581万円 25億7,748万円 52.9%

合計 547億1,819万円 562億581万円 △14億8,762万円 △2.6％

■一般会計歳入の状況 平成28年度
当初予算との比較

区分 平成29年度
当初予算額 構成比 増減額 増減率

自
主
財
源

市税 51億6,791万円 17.2% 6,858万円 1.3%

繰入金 14億8,138万円 4.9% △4億2,352万円 △22.2%

諸収入ほか 15億2,597万円 5.2% △9,378万円 △5.8%

小　計 81億7,526万円 27.3% △4億4,872万円 △5.2%

依
存
財
源

地方譲与税ほか 11億5,508万円 3.8% △7,402万円 △6.0%

地方交付税 124億7,000万円 41.6% △3億7,000万円 △2.9%

国・県支出金 49億4,476万円 16.5% △8,646万円 △1.7%

市債 32億4,490万円 10.8% 4,320万円 1.3%

小　計 218億1,474万円 72.7% △4億8,728万円 △2.2%

歳入合計 299億9,000万円 100.0% △9億3,600万円 △3.0%
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一般会計は２９９億９,０００万円
一
般
会
計
歳
出
の
概
要

【
歳
出
（
性
質
別
）
の
状
況
】

○
人
件
費　

定
員
適
正
化
に
よ
る
職
員
数

の
削
減
、定
年
退
職
者
の
減
少
等
に
よ
り
、

職
員
給
は
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
５
１
８

７
万
円
減
少
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
扶
助

費
等
で
性
質
分
析
し
て
い
た
保
育
士
報
酬

等
を
人
件
費
に
見
直
し
た
こ
と
か
ら
、
全

体
で
は
４
５
９
５
万
円
（
0.8
％
）
増
額
し
、

58
億
４
７
６
５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
扶
助
費　

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
皆
減
や
、
対
象

者
の
減
少
に
よ
る
重
度
心
身
障
が
い
者
医

療
費
助
成
事
業
費
等
の
減
少
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
て
２
億
５
１
９
８
万
円
（
△

5.4
％
）
減
額
を
見
込
み
44
億
４
３
３
３
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
公
債
費　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
に
伴
う

災
害
復
旧
・
復
興
関
連
事
業
で
借
り
入
れ

た
災
害
復
旧
事
業
債
の
償
還
の
本
格
化
に

よ
る
増
加
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
普
通
交

付
税
の
合
併
算
定
特
例
期
間
の
終
了
に
伴

う
一
般
財
源
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

市
債
の
返
済
期
間
や
支
払
い
の
据
置
期
間

の
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
39
億
６
０
３
３
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

○
投
資
的
経
費　

新
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
、
大
井
公
民
館
整
備
事
業

等
の
継
続
事
業
以
外
の
新
規
事
業
は
、
今

後
の
補
正
予
算
に
よ
り
対
応
す
る
た
め
、

投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
て
２
億
８
８
９
４
万
円
（
△
6.6
％
）

減
額
し
、
40
億
９
５
８
５
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
繰
出
金　

簡
易
水
道
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
７
億
２
７
９
１
万
円

（
△
16
・
２
％
）減
額
し
、
37
億
７
５
９
８

万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
費
等　

簡
易
水
道
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
６
億
５
７
５
２
万

円
（
26
・
２
％
）
増
額
し
、
31
億
６
４
２

９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
（
目
的
別
）
の
状
況
】

○
総
務
費　

総
務
、
徴
税
、
戸
籍
住
民
基

本
台
帳
、
選
挙
、
統
計
調
査
、
監
査
の
ほ

か
、
世
界
文
化
遺
産
保
全
推
進
や
旧
萩
藩

校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学
校
）
保
存

整
備
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
な
ど
の
事
業
に

要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
９
億

３
９
８
１
万
円
（
△
18
・
９
％
）
減
額
し
、

40
億
４
２
０
１
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
民
生
費　

社
会
福
祉
、障
が
い
者
福
祉
、

高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護
、

災
害
救
助
の
ほ
か
、
新
萩
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
整
備
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
億
２
５
９
６
万

円
（
8.1
％
）
増
額
し
、
97
億
２
８
５
９
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
衛
生
費　

保
健
衛
生
、
清
掃
、
水
道
や

病
院
事
業
会
計
等
へ
の
負
担
金（
繰
出
金
）

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
２
億
９
０
１
１
万
円
（
△
10
・

０
％
）
減
額
し
、
26
億
４
１
４
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
費　

農
業
、
林
業
、
水
産

業
の
振
興
、
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
３
６
５
４
万

円
（
△
14
・
８
％
）
減
額
し
、
19
億
４
２

５
５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
商
工
費　

商
工
業
振
興
、
観
光
振
興
の

ほ
か
離
島
航
路
、
路
線
バ
ス
の
維
持
な
ど

の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
７
１
８
万
円
（
0.6
％
）
増
額
し
、

12
億
３
６
２
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

一般会計は２９９億９,０００万円
■一般会計歳出（性質別）の状況 平成28年度

当初予算との比較

区分 平成29年度
当初予算額 構成比 増減額 増減率

義
務
的
経
費

人件費 58億4,765万円 19.5% 4,595万円 0.8%
扶助費 44億4,333万円 14.8% △2億5,198万円 △5.4%
公債費 39億6,033万円 13.2% 204万円 0.1%

小　計 142億5,131万円 47.5% △2億399万円 △1.4%

投
資
的
経
費

普通建設事業費 38億3,973万円 12.8% △2億1,734万円 △5.4%
災害復旧事業費 705万円 0.0% △1,404万円 △66.6%
受託事業費 300万円 0.0% △500万円 △62.5％
県営事業負担金 2億4,607万円 0.9% △5,256万円 △17.6%

小　計 40億9,585万円 13.7% △2億8,894万円 △6.6%

そ
の
他

物件費 37億5,925万円 12.5% △5億1,137万円 △12.0%
補助費等 31億6,429万円 10.5% 6億5,752万円 26.2%
繰出金 37億7,598万円 12.6% △7億2,791万円 △16.2%
積立金ほか 9億4,332万円 3.2% 1億3,869万円 17.2%

小　計 116億4,284万円 38.8% △4億4,307万円 △3.7%

歳出合計 299億9,000万円 100.0% △9億3,600万円 △3.0%
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○
土
木
費　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
、
住
宅
の
ほ
か
、
公
園

の
維
持
、
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
負
担
金

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
億
４
３
７
８
万
円（
△
6.9
％
）

減
額
し
、
19
億
４
５
６
５
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
消
防
費　

消
防
署
、
消
防
団
の
運
営
、

水
防
、
災
害
対
策
の
ほ
か
新
防
災
行
政
無

線
整
備
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
３
８
２
万
円（
4.5
％
）

増
額
し
、
12
億
５
３
３
５
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
教
育
費　

小
中
学
校
、
社
会
教
育
、
保

健
体
育
の
ほ
か
文
化
財
保
護
、
博
物
館
・

図
書
館
の
運
営
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経

費
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
29
億
９
０

３
１
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
災
害
復
旧
費　

農
業
・
林
業
施
設
、
土

木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
要
す
る
経
費

で
、前
年
度
に
比
べ
て
１
４
０
０
万
円（
△

66
・
７
％
）減
額
し
、７
０
０
万
円
と
し
て

い
ま
す
。

○
公
債
費　

市
債
（
市
の
長
期
借
入
金
）

や
一
時
借
入
金
の
返
済
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
０
５
万
円
（
0.1

％
）
増
額
し
、
39
億
６
０
３
３
万
円
と
し

■一般会計歳出（目的別）の状況 平成28年度
当初予算との比較

区分 平成29年度
当初予算額 構成比 増減額 増減率

総務費 40億4,201万円 13.5% △9億3,981万円 △18.9%

民生費 97億2,859万円 32.4% 7億2,596万円 8.1%

衛生費 26億414万円 8.7% △2億9,011万円 △10.0%

農林水産業費 19億4,255万円 6.5% △3億3,654万円 △14.8%

商工費 12億362万円 4.0% 718万円 0.6%

土木費 19億4,565万円 6.5% △1億4,378万円 △6.9%

消防費 12億5,335万円 4.2% 5,382万円 4.5%

教育費 29億9,031万円 9.9% △3万円 0.0%

災害復旧費 700万円 0.0% △1,400万円 △66.7%

公債費 39億6,033万円 13.2% 205万円 0.1%

議会費ほか 3億1,245万円 1.1% △74万円 △0.2%

歳出合計 299億9,000万円 100.0% △9億3,600万円 △3.0%

区　分 平成29年度
当初予算額

対前年度
増減率

特　別　会　計 172億7,490万円 △15.3％

土地取得事業特別会計 200万円 △20.0%
国民健康保険事業（事業勘定）特別会計 79億3,020万円 △3.9%
国民健康保険事業（直診勘定）特別会計 7億6,910万円 3.0%
休日急患診療事業特別会計 9,740万円 △2.0%
後期高齢者医療事業特別会計 9億4,330万円 6.4%
介護保険事業特別会計 64億7,210万円 △2.8%
農業集落排水事業特別会計 6億2,430万円 1.1%
漁業集落排水事業特別会計 3億6,960万円 △33.6%
林業集落排水事業特別会計 210万円 5.0％
特定地域生活排水事業特別会計 4,700万円 9.3%
個別排水事業特別会計 960万円 1.1%
駐車場事業特別会計 820万円 2.5％
簡易水道事業特別会計 ー 皆減
公共下水道事業特別会計 ー 皆減
特定環境保全公共下水道事業特別会計 ー 皆減

■特別会計の状況

平成29年度 当初予算の概要

て
い
ま
す
。

○
議
会
費
ほ
か　

議
会
運
営
、
勤
労
福
祉

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
74
万
円
（
△
0.2
％
）
減
額
し
、

３
億
１
２
４
５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
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特
別
会
計
の
概
要

　

萩
市
の
12
特
別
会
計
を
合
計
し
た
予
算

規
模
は
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の
水

道
事
業
会
計
へ
の
統
合
並
び
に
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
及
び
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
公
営
企
業
法

の
適
用
に
よ
る
新
た
な
下
水
道
事
業
会

計
（
公
営
企
業
会
計
）
へ
の
移
行
に
伴
い
、

前
年
度
に
比
べ
て
３
特
別
会
計
減
少
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
31
億
２
９
１
０
万
円
（
△

15
・
３
％
）
減
額
し
、
１
７
２
億
７
４
９

０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
各
特
別
会
計
の
主
な
増
減
要
因
】

○
国
民
健
康
保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）

　

加
入
世
帯
お
よ
び
被
保
険
者
数
と
も
減

少
す
る
こ
と
に
よ
る
保
険
料
及
び
保
険
給

付
費
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

３
億
２
０
１
０
万
円
（
△
3.9
％
）
減
額
し
、

79
億
３
０
２
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
事
業　

介
護
療
養
型
施
設
の

医
療
施
設
へ
の
転
換
に
よ
る
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の
減
少
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
１
億
８
７
０
０
万
円
（
△

2.8
％
）
減
額
し
、
64
億
７
２
１
０
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
漁
業
集
落
排
水
事
業　

引
き
続
き
大
井

浦
地
区
の
整
備
事
業
を
実
施
し
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
億
８
７
０
０
万
円（
△
33
・

６
％
）減
額
し
、
３
億
６
９
６
０
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

平成29年度

区　　分 平成 29 年度 平成 28 年度 増 減 額 増減率
（％）

水
道
事
業

収益的収入 12億1,100万円 8億2,780万円 3億8,320万円 46.3％

収益的支出 11億7,900万円 7億9,560万円 3億8,340万円 48.2％

資本的収入 3億1,201万円 4億6,631万円 △1億5,430万円 △33.1％

資本的支出 5億3,048万円 6億3,827万円 △ 1 億 779 万円 △16.9％

下
水
道
事
業

収益的収入 12億5,300万円 ー 12億5,300万円 皆増

収益的支出 12億5,200万円 ー 12億5,200万円 皆増

資本的収入 9億8,069万円 ー 9億8,069万円 皆増

資本的支出 12億2,812万円 ー 12億2,812万円 皆増

病
院
事
業

収益的収入 27億6,192万円 28億2,176万円 △5,984万円 △2.1％

収益的支出 28億5,452万円 29億5,063万円 △9,611万円 △3.3％

資本的収入 2億261万円 2億3,917万円 △3,656万円 △15.3％

資本的支出 4億917万円 4億9,131万円 △8,214万円 △16.7％

　

４
月
１
日
、
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
の

効
率
化
や
健
全
化
を
図
る
た
め
、
簡
易
水

道
事
業
と
上
水
道
事
業
を
経
営
統
合
し
ま

し
た
。
ま
た
、
経
営
基
盤
の
強
化
お
よ
び

財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
等
を
図
る
た

め
、
公
共
下
水
道
事
業
・
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
を

適
用
し
、
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
ま
し

た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
水
道
事
業
会

計
予
算
は
従
来
の
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
を
引
き
継
い
だ
た
め
、
事
業
の
管

理
・
運
営
に
係
る
収
益
的
収
支
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

■
水
道

　

水
道
事
業
は
、
水
需
要
の
減
少
傾
向
が

続
く
中
、
安
定
的
な
事
業
運
営
を
図
る
た

め
、
適
正
な
料
金
収
入
の
確
保
と
経
費
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
布
設
替

え
や
耐
用
年
数
を
超
え
た
水
道
施
設
の
更

新
事
業
に
取
り
組
み
、
漏
水
事
故
の
未
然

防
止
と
安
定
給
水
に
努
め
ま
す
。

■
下
水
道

　

下
水
道
事
業
は
、
生
活
環
境
の
向
上
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、

未
普
及
地
域
の
整
備
と
水
洗
化
の
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
経
費
負
担
と

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
未
普
及
地
域
（
椿
東
、
椿
、
山

田
地
区
）
の
汚
水
整
備
を
引
き
続
き
計
画

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
堀
内
雨
水
ポ
ン

プ
場
の
整
備
工
事
を
本
格
的
に
着
手
し
ま

す
。

■
病
院

　

病
院
事
業
は
、
急
性
期
医
療
に
求
め
ら

れ
る
病
院
の
役
割
等
を
果
た
し
て
い
く
と

と
も
に
、
病
院
機
能
の
維
持
・
強
化
、
医

療
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

病
院
事
業
の
安
定
運
営
を
図
る
た
め
、

施
設
・
設
備
の
計
画
的
な
維
持
管
理
、
保

守
期
限
切
れ
や
経
年
劣
化
が
進
ん
だ
医
療

機
器
等
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、
果

た
す
べ
き
役
割
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

収
入
確
保
お
よ
び
経
費
削
減
に
努
め
、
経

営
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

公営企業会計予算の概要
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保
育
所
等
に
入
所
し
て
い
な
い
児
童

で
、
保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
児

童
を
保
育
。

■
実
施
場
所　

椿
東
・
山
田
・
川
上
・
田

万
川
・
田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ
み
・
須

佐
・
あ
さ
ひ
、
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福

川
・
紫
福
・
日
の
丸
保
育
園

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
利
用
料（
給
食
代
含
む
）　

１
日
１
８
０

０
円
、
４
時
間
以
内
１
０
０
０
円

  

市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
児
童

で
、
日
曜
日
・
祝
日
に
保
護
者
が
仕
事
で

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を
保

育
。

■
実
施
場
所　

住
の
江
保
育
園

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分※
年
度
ご
と
の
登
録
、
勤
務
先
の
証
明
が

必
要
。

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

育
児
相
談
や
育
児
情
報
の
提
供
、
各
種
行

事
を
実
施
。

○
児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

○
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園
内（
２
５
・

　

市
で
は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
各
種
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
時
間
を
延
長
し
て
保
育
。

■
実
施
場
所
・
延
長
時
間

○
日
の
丸
保
育
園　

午
前
７
時
〜
午
後
８

時
（
２
時
間
延
長
）

○
土
原
・
椿
東
・
住
の
江
・
春
日
保
育
園

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
１
時
間
延
長
）

○
大
井
保
育
園　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
30
分
延
長
）

■
利
用
料　

保
育
短
時
間
認
定
の
方
が
利

用
す
る
場
合
は
、
１
日
に
つ
き
４
０
０
円

　

市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
概
ね
１

歳
以
上
の
児
童
ま
た
は
小
学
１
〜
３
年
生

の
児
童
で
、
保
護
者
が
夜
間
に
就
労
等
の

た
め
保
育
で
き
な
い
児
童
を
保
育
。

■
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園

■
時
間　

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
午
後
６

時
〜
翌
朝
９
時
30
分

■
利
用
料
（
利
用
１
回
に
つ
き
）

◦
午
後
10
時
ま
で
８
０
０
円

◦
午
前
０
時
ま
で
１
２
０
０
円

◦
午
前
３
時
ま
で
１
５
０
０
円

◦
午
前
９
時
30
分
ま
で
２
０
０
０
円

※
寝
具
・
食
事
等
は
持
参
。

※
年
度
ご
と
の
登
録
、
勤
務
先
の
証
明
が

必
要
。

子 育 て 支 援 サ ー ビ ス
24
時
間
保
育

延
長
保
育

応援します！あなたの子育て！

４
４
８
８
）

▽
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

○
元
気
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

大
井
・
川
上
・
田
万
川
・

田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ
み
・
須
佐
・
あ

さ
ひ
、
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福
川
・
紫

福
保
育
園
内

※
実
施
す
る
曜
日
・
時
間
は
各
園
に
問
い

合
わ
せ
。

　

保
育
所
等
に
通
園
中
の
児
童
ま
た
は
小

学
１
〜
３
年
生
の
児
童
が
、
病
気
や
け
が

の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
一
時

的
に
預
か
り
ま
す
。

○
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
楽
々

園　

▽
実
施
場
所　

楽
々
園
２
階（
２
４
・

４
８
２
０
）

○
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
す
さ

▽
実
施
場
所　

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
内

（
０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１
）

■
利
用
料　

１
日
２
０
０
０
円
（
給
食
代

含
む
）

※
利
用
料
の
減
免
制
度
あ
り
。

※
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
。

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
方
（
援
助
会

員
）
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依

頼
会
員
）
が
、
地
域
で
育
児
を
助
け
合
う

相
互
援
助
の
会
員
組
織
で
、
両
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
業
務

◦
会
員
間
の
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助
活

動
の
支
援

◦
会
員
の
交
流
や
情
報
交
換
の
た
め
の
交

流
会
等
の
開
催

◦
育
児
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
受
付

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
２
４
・０
５
３
０
）

■
園
庭
開
放　

市
内
各
保
育
所
等　

土
曜

日
午
後
、
日
曜
日
、
祝
日

■
園
庭
・
園
舎
開
放

○
萩
幼
稚
園
ひ
よ
こ
組
（
２
２
・
０
７
７

５
）
５
月
か
ら
月
１
〜
２
回
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
萩
光
塩
学
院
幼
稚
園
て
ん
し
組（
２
２
・

２
０
１
９
）
５
月
か
ら
月
１
〜
２
回
水
曜

日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
お
も
ち
ゃ
図
書
館
地
域
開
館
日

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
ふ
る

（
２
２
・
２
８
７
７
）
毎
週
火
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
祝
日
は
休
館
）

※
日
程
は
各
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
。

休
日
保
育

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

未
就
園
児
へ
の

施
設
開
放

一
時
預
か
り
保
育
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平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た

子
の
保
護
者
を
対
象
に
新
生
児
１
人
に
つ

き
２
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

■
必
要
書
類
等　

購
入
し
た
物
品
名
、
金

額
、
業
者
名
が
分
か
る
レ
シ
ー
ト
な
ど
、

印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
振
込
先
口
座
の
分

か
る
も
の

※
萩
市
内
の
業
者
で
、
１
歳
の
誕
生
日
ま

で
に
購
入
し
た
物
に
限
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

新
生
児
が
１
歳
の
誕
生
日

に
達
し
た
日
か
ら
半
年
以
内
に
申
請

■
申
請
先　

市
役
所
市
民
総
合
窓
口
子
育

て
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た

子
の
保
護
者
を
対
象
に
、
新
生
児
１
人
に

つ
き
各
品
目
１
台
ず
つ
の
購
入
費
の
半
額

を
助
成
し
ま
す（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
・

上
限
額
あ
り
）。

※
萩
市
内
の
業
者
で
購
入
し
た
物
に
限
り

ま
す
。

■
上
限
額　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
＝

１
万
５
０
０
０
円
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
＝
１
万

円
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
＝
８
０
０
０
円　
　

■
必
要
書
類
等　

購
入
し
た
物
品
名
、
金

額
、
業
者
名
が
分
か
る
レ
シ
ー
ト
な
ど
、

印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
振
込
先
口
座
の
分

か
る
も
の

■
申
請
期
限　

購
入
後
半
年
以
内

■
申
請
先　

市
役
所
市
民
総
合
窓
口
子
育

て
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）

新
生
児
お
む
つ
購
入
費

助
成
事
業

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ベ

ビ
ー
カ
ー
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

購
入
費
助
成
事
業

　

消
防
業
務
の
功
績
等
が
顕
著
な
消
防
団

員
・
消
防
職
員
等
へ
の
国
・
県
か
ら
の
表
彰

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
（
３
月
８
日
付
）

◎
功
労
章

岡
村
健け
ん

哉や

（
明
木
）
旭
方
面
団
長

◎
永
年
勤
続
功
労
章

吉
村
辰し
ん

市い
ち

（
椿
）
中
央
方
面
団
副
団
長

森
脇
一か
ず
お夫

（
椿
東
）
椿
東
第
１
分
団
長

石
川
朗あ
き
ら（
上
田
万
）
田
万
川
第
４
分
団
長

内
田
清き
よ
し司
（
中
小
川
）田
万
川
第
２
分
団
長

有あ
り
ふ
く
か
ず
お

福
和
夫
（
鈴
野
川
）
須
佐
第
７
分
団
長

佐さ
え
き伯

靖や
す
ふ
み史（

福
井
下
）
福
栄
方
面
団
長

中
村
昭あ
き

寛ひ
ろ

（
紫
福
）
福
栄
第
４
分
団
長

小
池
俊と
し
ひ
ろ博（

河
添
）
萩
市
消
防
署
長
（
消

防
司
令
）

◎
地
域
活
動
表
彰
（
３
月
12
日
付
）

あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合

◆
県
知
事
表
彰
（
３
月
７
日
付
）

◎
功
労
章

三
浦
実み
の
る（
須
佐
）
須
佐
方
面
団
長

佐
伯
靖
史
（
福
井
下
）
福
栄
方
面
団
長

◎
永
年
勤
続
功
労
章

林
繁し
げ
き樹

（
山
田
）
木
間
分
団
長

木
村
清せ
い

次じ

（
三
見
）
三
見
第
２
分
団
長

横
山
俊と
し
き樹

（
川
上
）
川
上
本
部
副
分
団
長

横
田
行ゆ
き

正ま
さ（
下
田
万
）
田
万
川
第
５
分
団
長

城じ
ょ
う
い
ち一
育い
く
お雄
（
高
佐
上
）
む
つ
み
第
２
分

団
副
分
団
長

栗
山
和か
ず
お生

（
弥
富
下
）
須
佐
第
５
分
団
長

野
村
謙け
ん
じ司

（
明
木
）
明
木
第
３
分
団
長

原
田
浩ひ
ろ
し（

紫
福
）
福
栄
本
部
副
分
団
長

鶴
屋
弘ひ
ろ
し（

平
安
古
）萩
市
消
防
署
主
幹（
消

防
司
令
）

受章おめでとうございます

Ｊ
ジ ャ ー ル

ＡＲＬアマチュア無線
萩クラブとの災害応援協定

　平成25 年７月28 日の萩市東部集中豪雨災害で
は、小川地区で、猛烈な雨の影響により電話回線交
換所が水没したことなどから、携帯電話等の各種
通信ができなくなり、一時孤立状態となりました。
そのため、市では総合事務所・支所等への衛星携
帯電話や消防デジタル無線の配備など、より多く
の通信手段の確保に取り組んでいます。
　これらの取り組みの一環として、迅速で効率的
な災害対応を目指すため、３月10 日に、ＪＡＲＬ

（日本アマチュア無線連盟）アマチュア無線萩クラ
ブと、災害時の情報収集・伝達に関する災害応援
協定を締結しました。
◎萩市役所アマチュア無線クラブを設立
　大規模災害時の非常通信手段として、被害情報
の収集や人命救助等に役立てます。
▷コールサイン　JE4YNS
▷周波数帯　145.00MHz、439.72MHz
■問い合わせ　防災危機管理課（２５・３８０８）
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平
成
28
年
度
、
市
で
は
、「
目
指
せ
！

減
塩
！
」「
毎
日
仲
間
と
楽
し
く
体
操
！
」

「
地
域
に
出
よ
う
！
活
動
し
よ
う
！
」
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
に
挙
げ
、
県
内
で
も
低

い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
健
康
寿
命
（
自

立
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
）の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

○
食
生
活
の
実
態
を
調
査

　

市
民
の
食
生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、昨
年
６
〜
10
月
に
６
０
０
人
の
方
を

対
象
に
、尿
検
査
に
よ
る
１
日
当
た
り
の

推
定
食
塩
摂
取
量
の
測
定
や
食
習
慣
の
調

査
を
実
施
。そ
の
結
果
、厚
生
労
働
省
が
示

す
食
塩
摂
取
量
の
目
標
値
よ
り
萩
市
民
の

食
塩
摂
取
量
が
多
く
、ま
た
、バ
ラ
ン
ス
の

良
く
な
い
食
事
の
と
り
方
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

▽
高
血
圧
の
誘
因
の
一
つ
に
食
塩
の
取
り

市役所の部署
移転のお知らせ

所属名 現在の場所 ４月３日以降の場所
健 康 増 進 課 萩市福祉支援センター（市役所横） 萩市保健センター（平安古）
用 地 課 市役所第３庁舎２階 市役所本庁舎１階東側
監 査 委 員 会 事 務 局 市役所第３庁舎２階 市役所本庁舎２階東側
選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 市役所第３庁舎１階 新堀駐車場隣の萩商工センター１階

※いずれも電話番号は今までと変更ありません。
※萩・明倫学舎推進課、ジオパーク推進課は、２月 27 日から「萩・明倫学舎本館」に移転しています。

　４月３日（月）から、健康増進課、用地課、監査委員会事務局、選挙管
理委員会事務局が、表のとおり移転しますのでお知らせします。
■問い合わせ　財産管理課（２５・３１４３）

シリーズ健康長寿のまちをめざして

健康長寿に向けて 28 年度の取り組み報 告 

と
保
護
者
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ

ト
依
存
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
関
す
る
「
こ
こ

ろ
の
健
康
講
演
会
」
を
開
催
し
た
り
、「
朝

ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
応

募
総
数
が
倍
増
し
た
り
す
る
な
ど
、
若
い

世
代
に
も
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
声

　

各
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
み
ん
な
で

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
運
動
を
す
る
事
で
、
互

い
に
仲
間
が
で
き
て
楽
し
い
」、「
自
分
の

健
康
に
責
任
を
持
ち
た
い
」、「
健
康
寿
命

に
つ
い
て
家
族
と
話
し
た
」、「
食
事
に
気

を
つ
け
た
い
」、「
歩
く
、
体
操
を
す
る
な

ど
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
着
け
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
健
康
づ

く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▽
平
成
29
年
度
の
取
り
組
み

　

平
成
29
年
度
は
、「
目
指
せ
！
減
塩
」な

ど
平
成
28
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
に
基

づ
く
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
な
が

ら
、萩
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
掲
載
し
た

健
康
体
操
拠
点
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、各
地

域
で
の
取
り
組
み
を
促
す
と
と
も
に
、萩

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
遊
具
を

利
用
す
る
な
ど
、楽
し
み
な
が
ら
行
え
る

健
康
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

過
ぎ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、減
塩
と
血

圧
の
自
己
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
市
民
公
開
講
座
を
開
催

　

食
生
活
の
実
態
調
査
の
報
告
や
循
環
器

内
科
の
専
門
医
に
よ
る
講
演
会
を
２
月
26

日
に
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
開
催
。
２
３
０
人

を
超
え
る
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
市
民
の

健
康
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

○
健
康
体
操
拠
点
マ
ッ
プ
を
作
成

　

仲
間
と
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、週
１
日
以
上
ラ
ジ
オ
体
操
等
を

実
施
し
て
い
る
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
、体
操
を
行
っ
て
い
る
場
所
を

示
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
も
掲
載
す
る
な
ど
、よ
り
活
用
で

き
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

○
ラ
ジ
オ
体
操
で
健
康
ゲ
ッ
ト

　

ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
に

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
配
布
。
６
月
～
12
月

ま
で
の
期
間
、
３
カ
月
の
間
に
45
日
分
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽
選
で
商
品
券
が

も
ら
え
る
企
画
で
、
99
人
の
方
が
応
募
し

ま
し
た
。

○「
萩
に
ゃ
ん
。
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

　

市
民
の
健
康
を
応
援
す
る
ポ
イ
ン
ト
制

度
「
萩
に
ゃ
ん
。
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
を

実
施
。
健
診
の
受
診
や
健
康
教
室
の
参
加

な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、
市
内
や
県

内
の
協
力
店
で
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
企
画
で
、
68
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
そ
の
他
の
取
り
組
み

　

萩
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
中
学
生

健康体操拠点マップ
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国民健康保険にご加入の方へ
◆保険料の軽減措置の見直しについて（平成29年度〜）

後期高齢者医療制度にご加入の方へ

◆保険料の軽減特例の見直しを実施します（平成29年度〜）
　後期高齢者医療制度の保険料軽減特例が一部変更となり、軽減割合が縮小され、対象者の保険料額が上がります。

◆所得割額の軽減特例を受けている方
　保険料の所得割額を負担する方のうち、基礎控除後
の総所得金額等が 58 万円以下の方の軽減措置

平成28年度
所得割額 5割軽減

平成29年度
所得割額 2割軽減

平成28年度
均等割額 9割軽減

平成29年度
均等割額 7割軽減

◆被用者保険の被扶養者であった方
　後期高齢者医療制度の資格を得た日の前日に職場の
健康保険などの被扶養者だった方の軽減措置

■問い合わせ
市民課保険年金係（２５・３２３９）

保険料軽減措置の拡充
　被保険者および世帯主の前年中の所
得が、決められた所得基準額を下回っ
ている場合は、保険料の均等割額と平
等割額の軽減（７割・５割・２割）を
行っています。
　この軽減の基準となる所得額が引き
上げられ、保険料を軽減される対象世
帯の範囲が拡大します。

保険料軽減措置

※所得基準額は、いずれも同一世帯内の被保険者および世帯主の
前年の所得の合計額

○ 2 割軽減の拡大（軽減対象となる基準額が引き上げられました）

平成29年度から 基準額 33万円+27万円×被保険者数 以下

平成28年度まで 基準額 33万円+48万円×被保険者数 以下

平成29年度から 基準額 33万円+49万円×被保険者数 以下

○ 5 割軽減の拡大（軽減対象となる基準額が引き上げられました）

平成28年度まで 基準額 33万円+26.5万円×被保険者数 以下

○ 7 割軽減 基準額　33 万円以下（変更ありません）

◆保険料の軽減措置の見直しについて（平成29年度〜）
保険料軽減措置

　被保険者および世帯主の前年中の所
得が、決められた所得基準額を下回っ
ている場合は、保険料の均等割額の軽
減（９割、8.5 割、５割、２割）を行っ
ています。
　この軽減の基準となる所得額が引き
上げられ、保険料を軽減される対象者
の範囲が拡大します。

○ 2 割軽減の拡大（軽減対象となる基準額が引き上げられました）
平成29年度から 基準額 33万円+27万円×被保険者数 以下

平成28年度まで 基準額 33万円+48万円×被保険者数 以下

※所得基準額は、いずれも同一世帯内の被保険者および世帯主の
前年の所得の合計額

平成29年度から 基準額 33万円+49万円×被保険者数 以下

○ 5 割軽減の拡大（軽減対象となる基準額が引き上げられました）

平成28年度まで 基準額 33万円+26.5万円×被保険者数 以下

○9割軽減 基準額　33万円以下　被保険者全員が年金収入80万円
以下（変更ありません）
○ 8.5 割軽減 基準額　33 万円以下　上記以外（変更ありません）

■問い合わせ
課税課市民税係（２５・３７８１）
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コース 曜日 ステーション・時　間

わ
く
わ
く
号
︵
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
︶

1 木
（第1・3）

山田保育園

9:30～10:00

萩幼稚園

10:50〜11:30

三見
小・中学校

12:45～13:15

三見市
仁王会館

13:25～13:45

さんみ苑

13:55～14:20

三見保育園

14:35～14:55

2 金
（第1・3）

萩光塩学院
幼稚園

9:30〜9:50

土原保育園

10:00～10:30

山口県漁協玉江
浦支店裏駐車場
10:45～11:05

椿西小学校

13:00～13:35

椿保育園

13:45～14:15

春日保育園

14:30～14:55

3 木
（第2・4）

大井保育園

9:50～10:15

オアシス
はぎ園

10:20～10:45

山口県漁協
大井湊支店
10:55～11:20

山口県漁協
大井浦支店
11:30～11:50

大井小・中学校

13:00～13:30

越ケ浜小学校

13：50～14:10

越ケ浜せり場

14:20～15:05

椿の郷

15:15～15:45

4 金
（第2・4）

住の江保育園

９:30～9:55

萩総合支援
学校

10:10～10:40

日の丸保育園

11:00～11:40

椿東小学校

13:00～13:40

椿東保育園

14:00～14:30

越ケ浜保育園

15:15～15:45

越ケ浜中学校

16:10～16:25

5 火
（第1・3）

佐々並小学校

10:20～10:35

あさひ保育園
佐々並分園
10:45～11:15

ちはるえん

13:40～14:10

福祉複合施設
「つばき」

14:30～15:10

木間
小･中学校

15:50～16:20

6 水
（第1・3）

あさひ保育園

9:30～9:50

白水小学校

10:20～10:40

川上公民館

13:10～13:25

川上中学校

13:30～13:55

かわかみ苑

14:05～14:35

川上小学校

14:45～15:15

川上保育園

15:25～15:55

7 火
（第2・4）

むつみ保育園

11:00～11:20

むつみ園

11:25〜11：45

むつみ中学校

13:00～13:35

華房福栄

14:05～14:30

福川保育園

14:40～15:10

8 水
（第2・4）

むつみ小学校

10:10～10:35

紫福園

11：00～11:25

福栄
小・中学校

13:10～13:30

萩市役所
紫福支所

13:45～14:00

紫福保育園

14:10～14:35

9 月
（第２）

大島渡船場

11:30〜11:50

大島
小・中学校

12:00〜12:15

大島保育園

12:15〜12:40

ま
な
ぼ
う
号
︵
須
佐
・
田
万
川
地
域
︶

田
万
川

火
（月2回）

介護サービス
ぬくもり

10:30〜10:45

小川交流
センター

11:05〜11:20

田万川保育園
小川分園

12:45〜13:00

小川小学校

13:00〜13:40

阿北苑

13:50〜14:05

田万川保育園

14:20〜14:35

八幡集会所

14:45〜15:00

須
佐
Ａ

毎週水
すさ苑

10:30〜10:45

生活支援
ハウス寿

10:50〜11:10

須佐保育園

12:45〜13:05

須佐中学校

13:10〜13:40

みやこ編物

14:05〜14:20

育英元気っ子

14:35〜14:55

須佐総合
事務所

15:00〜15:20

弥
富 毎週木

多磨小学校

10:10〜10:30

田万川コミュニ
ティセンター
10:45〜11:00

弥富小学校

13:00〜13:20

森林組合
須佐支所

13:25〜13:40

弥富公民館

13:45〜14:00

鈴野川
健康増進施設
14:20〜14:35

るーらる
SHOP315

15:00〜15:15

須
佐
Ｂ

毎週金
山口県漁協
須佐支店

10:30〜10:45

しんわ苑

12:30〜12:45

育英小学校

12:55〜13:30

　移動図書館は、図書館から遠い地域の方にも気軽に利用していた
だくために、市内全域 13 コースを巡回しています。
※小中学校等ステーションは地域の方も利用できます。
※三見市仁王会館（わくわく号１コース）の時間を変更しています。

館移 動 図 書

４月〜９月前 期

萩図書館（25・6355）
須佐図書館（08387・6・5500）

問い合わせ

巡回予定表

わくわく号
（あさひ保育園）

まなぼう号
（育英小学校）
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指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布

は
４
月
中
旬
か
ら

　

市
で
は
、
世
帯
人
数
に
応
じ
て

指
定
ご
み
袋
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
世
帯
人
数
の
確
定
は
、

４
月
７
日
時
点
の
住
民
基
本
台
帳

に
よ
り
行
う
た
め
、
各
町
内
会
等

へ
の
ご
み
袋
の
配
送
は
４
月
中
旬

か
ら
５
月
下
旬
に
か
け
て
順
次
行

い
ま
す
。

※
無
料
配
布
し
た
指
定
ご
み
袋

（
燃
や
せ
る
ご
み
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
）を
燃
や
せ
な
い
ご

み
の
袋
や
収
集
券
等
へ
交
換
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、環
境
衛
生
課
、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、

支
所
・
出
張
所
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
（
１
枚
か
ら
交
換
で
き
ま
す
）。

世帯人数
燃やせる

ごみ
（青色）

プラスチック
製容器包装

（黒色）

1〜2人 20枚 10枚

3〜4人 40枚 10枚

5人以上 40枚 20枚

■無料配布枚数

無料配布した
指定ごみ袋

交換可能な
ごみ袋等

燃やせるごみ
（大）

燃やせるごみ（小）
プラスチック製容
器包装
燃やせないごみ
収集券

プラスチック
製容器包装

燃やせるごみ（大）
燃やせるごみ（小）
燃やせないごみ
収集券

　

２
月
１
日
〜
28
日
で
、
１
７
９

件
１
８
４
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
度
の
累
計
（
２
月

28
日
現
在
）
は
、
６
８
８
６
件
、

８
７
５
８
万
４
１
０
０
円
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
付

◦
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
冨と
み
か
わ川

芳よ
し
と人
会
長
）か
ら
、萩
循
環
ま
ぁ
ー

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
等
の
手
当
額

が
変
わ
り
ま
す

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変

動
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
各
手
当

額
は
、0.1
％
の
引
き
下
げ
と
な
り
、

表
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

手当（月額） 3月まで 4月から

児童扶養
手当

全部支給 42,330円 42,290円

一部支給 9,990円～
42,320円

9,980円～
42,280円

特別児童
扶養手当

１級 51,500円 51,450円
２級 34,300円 34,270円

特別障がい者手当 26,830円 26,810円
障がい児福祉手当

14,600円 14,580円
経過的福祉手当

問
い
合
わ
せ

児
童
扶
養
手
当
＝
子
育
て
支
援
課

（
２
５
・
３
２
５
９
）、そ
の
他
手
当

＝
福
祉
支
援
課（
２
５
・３
５
２
３
）

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者　

平
成
28
年
度
市

民
税
非
課
税
者
（
課
税
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
、
生
活
保
護
受
給

者
を
除
く
）

※
該
当
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、

１
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

■
給
付
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５

０
０
０
円

■
申
請
方
法　

申
請
書
を
郵
送
、

ま
た
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
申
請
受
付

特
設
コ
ー
ナ
ー
、各
総
合
事
務
所
、

支
所
・
出
張
所
に
申
請

■
申
請
期
限　

５
月
１
日
（
郵
送

の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

■
支
給
日　

３
月
か
ら
随
時

※
支
給
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎
臨
時
福
祉
給
付
金
詐
欺
に
ご
注

意
を

　

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
し
て
、

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

※
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

※交換は無料配布した枚数が上限。

寄
付

る
バ
ス
待
合
用
ベ
ン
チ
２
脚

◦
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組

合（
水
津
俊と
し
お男
代
表
理
事
組
合
長
）

か
ら
、
交
通
安
全
傘
５
０
０
本

◦
日
本
損
害
保
険
協
会
（
北き
た
ざ
わ沢

利と
し
ふ
み文

会
長
）
か
ら
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
転
車
１
台

◦
池
本
和
人
（
山
田
）
さ
ん
か
ら
、

絵
画
・
書
各
１
点

◦
吉
村
由ゆ

み

こ
美
子
（
椿
）
さ
ん
か
ら
、

現
金
４
０
０
０
円
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種

■
対
象
者　

市
民
の
方
で
、
今
年

度
中
に
65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

と
な
る
方
。
対
象
者
に
は
、
４
月

上
旬
頃
に
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
全
額
自
己
負
担
で
接
種
を
受
け

た
場
合
を
含
め
、
過
去
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

　平成 29 年度の市税の納期は、次のとおりです。納期
内の納付をお願いします。

平成29年度の市税納期

　　　 固定資産税・都市計画税 市県民税
第１期   5月16日〜5月31日   6月16日〜30日 
第２期   7月16日〜7月31日   8月16日〜31日
第３期 12月16日〜1月4日 10月16日〜31日
第４期   2月16日〜2月28日   1月16日〜31日

軽自動車税
全　期             5 月 16 日〜 31 日

※納付書が届き次第、早めに納めることもできます。
　なお、納期を過ぎて支払う場合、督促料や延滞金がか
かる場合があります。
※平成 27 年度から、公の記載のある納付書は、これま
でのお支払い場所に加え、中国５県内のゆうちょ銀行・
郵便局の窓口でお支払いができるようになりました。
◎便利で確実な口座振替をぜひご利用ください
　一度手続きすると納期限に振替するため、納付書を紛
失したり、納期限を忘れる心配がありません。
■手続きに必要なもの　通帳、通帳の印鑑、納税通知書
■手続場所　金融機関、収納課、各総合事務所市民窓口
部門、支所・出張所
※振替開始は手続きの翌月以降の納期分からです。
■取り扱い金融機関
　山口銀行、萩山口信用金庫、西京銀行、もみじ銀行、
　あぶらんど萩農業協同組合、山口県漁業協同組合、中
　国労働金庫、信用組合広島商銀、西中国信用金庫、北
　九州銀行、ゆうちょ銀行
 問い合わせ　収納課（２５・３５７５）

○

受
け
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
金　

２
７
９
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
（
医

療
依
頼
証
を
必
ず
提
示
）　

■
実
施
場
所　

山
口
県
内
と
益
田

市
の
契
約
医
療
機
関

■
接
種
方
法　

必
ず
契
約
医
療
機

関
に
直
接
予
約
し
、
お
知
ら
せ
の

ハ
ガ
キ
を
提
出
し
た
う
え
で
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

引
っ
越
し
し
た
ら
住
民
票

を
移
し
ま
し
ょ
う

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し

を
さ
れ
た
方
は
、
原
則
、
現
在
住

ん
で
い
る
寮
・
ア
パ
ー
ト
等
が
住

所
地
に
な
り
ま
す
。
住
民
票
は
、

選
挙
人
名
簿
な
ど
の
各
種
の
登
録

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
大

切
な
情
報
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

移
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
戸
籍
・
登
録
係

（
２
５
・
３
４
９
３
）

こんなとき 手続きに必要なもの

国保に
入るとき

他の市区町村から転入した 転出証明書

職場の健康保険を脱退した※ 職場の健康保険の資格喪失
証明書

子どもが生まれた 保険証
生活保護を受けなくなった※ 保護廃止決定通知書

国保を
やめる
とき

他の市区町村へ転出する※ 保険証

職場の健康保険に加入した・
被扶養者になった

国保の保険証と職場の健康
保険の保険証 ( 未交付の場
合は資格取得証明書）

被保険者が死亡した 保険証
生活保護を受け始めた※ 保険証・保護開始通知書
学生用の保険証の交付を受け
ていたが卒業した（引き続き
市外に住所を有する方）

保険証・卒業証明書など卒
業が確認できるもの

その他

市内で住所が変わった 保険証
世帯主や氏名が変わった 保険証
就学のため、子どもが他の市
区町村に住む 保険証・在学証明書

保険証を紛失した、あるいは
汚して使えなくなった

運転免許証など身分を証す
るもの

（すべての届出について、世帯主・対象被保険者の個人番号通知カード、印鑑、
窓口に来られる方の本人確認書類が必要です）

こ
ん
な
と
き
に
は

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険

者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

※
保
険
料
通
知
等
の
文
書
は
世
帯

主
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、必
ず

開
封
し
て
内
容
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
年
金
係（
２
５
・
３
１

４
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
、
脱
退

等
さ
れ
る
と
き
は
、
事
由
が
生
じ

た
時
か
ら
必
ず
14
日
以
内
に
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、
14
日
を
過
ぎ
て
届

出
を
さ
れ
る
と
届
出
日
前
の
期
間

中
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
加

入
の
届
出
日
で
は
な
く
、被
保
険

※必要書類が整っていれば 14 日前から手続きが可能です。
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収集日 収集地区
４月17日㈪

〜21日㈮
新川西・南区、前小畑2区、
後小畑

４月24日㈪
～28日㈮

平安古、城東中・北区、樽
屋 町、今 魚 店 町、恵 美 須
町、瓦町、米屋町、霧口

5月8日㈪
　～12日㈮

土原1 区、江向２・３・４
区、堀内、城東南区、倉江、
越ケ浜全区、無田ヶ原口
の1

５月15日㈪
～19日㈮

江向１区、御許町、河添、
中津江全区、上野の1・2、
船津、無田ヶ原、県住無田
ヶ原団地、県住第2 無田ヶ
原団地、県住東萩団地、東
田町東区、目代、無田ヶ原
口の2

５月22日㈪
～26日㈮

浜崎新町3 区、浜崎1 区、
東浜崎町1・2 区、中小畑、
三見浦全区、三見蔵本、沖
原、大 屋、椿、濁 淵、雑 式
町、椿町、金谷、桜江

　

ハ
エ
、
蚊
等
の
害
虫
が
発
生
す

る
季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
、

側
溝
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
市
で
は
側
溝
か
ら
出
た
汚

泥
を
表
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

○
側
溝
清
掃
は
、
汚
泥
収
集
計
画

表
の
収
集
日
直
前
の
土
曜
日
ま
た

は
日
曜
日
に
町
内
会
単
位
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日
が
変
更
さ
れ
る
町
内
会

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
内

会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
高
齢
の
方
や
病
弱
な
方
な
ど
清

掃
作
業
が
困
難
な
方
に
は
、
町
内

会
で
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
長
期
間
清
掃
せ
ず
汚
泥
が
堆
積

し
て
い
る
場
所
が
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
汚
泥
は
交
通
の
支
障
に
な
ら
な

い
場
所
に
ま
と
め
、
集
積
場
所
を

環
境
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
汚
泥
以
外
の
ご
み
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

○
収
集
車
が
入
れ
な
い
所
や
見
え

に
く
い
所
は
収
集
が
困
難
で
す
の

で
、
必
ず
広
い
道
路
、
通
路
ま
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
等
が
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
環
境
衛
生
課
の
窓
口
で
土
の
う

袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
土
の
う

袋
で
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
段
ボ
ー
ル
箱

等
で
も
可
）。
バ
ー
ル
、
蓋
上
げ

器
等
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
６
６
１
）

側
溝
清
掃（
萩
地
域
）に
ご
協
力
を
！

■汚泥収集計画表

建
築
士
派
遣
に
よ
る
無
料

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費

の
補
助

○
無
料
耐
震
診
断
員
派
遣

　

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
建
築
士
を
派
遣
し
て
無
料
で

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
募
集
戸
数　

18
戸
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間　

４
月
３
日
〜
12
月

15
日

○
耐
震
改
修
費
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　

３
戸
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間　

４
月
３
日
〜
10
月

31
日申

し
込
み

建
築
課
（
２
５
・
３
６
９
３
）

萩
市
空
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

近
年
、
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
家
等
が
、
防
災
・
衛

生
・
景
観
等
の
地
域
住
民
の
生
活

環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体

ま
た
は
財
産
の
保
護
、
生
活
環
境

の
保
全
、
空
家
等
の
活
用
の
た
め

の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
空
家
等
へ

の
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

実
施
す
る
た
め
、
国
の
基
本
指
針

に
即
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

■
計
画
期
間　

平
成
29
〜
32
年
度

■
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
建
築
課
、
各
総

合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
、
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

巨
樹
・
古
木
の
調
査
に

ご
協
力
を

　

市
で
は
、「
萩
市
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
に
よ
り
、
現
在

49
件
の
保
存
樹
木
の
指
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
全
市
的

に
保
存
す
べ
き
貴
重
な
樹
木
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
調
査
対

象
樹
木
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象
樹
木　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
樹
木
の
姿
が
景
観
上
優

れ
、
文
化
財
指
定
（
国
、
県
、
市

の
天
然
記
念
物
）
さ
れ
て
い
な
い

樹
木

◦
地
上
1.5
ｍ
の
位
置
で
の
幹
周
が

１
ｍ
以
上

◦
樹
高
が
10
ｍ
以
上

◦
ツ
ツ
ジ
な
ど
、
株
立
ち
樹
木
は

樹
高
２
ｍ
以
上

◦
フ
ジ
な
ど
、
つ
る
性
の
樹
木
等

は
枝
葉
が
20
㎡
以
上

◦
そ
の
他
、
前
述
の
基
準
に
該
当

し
な
い
樹
木
で
あ
っ
て
も
稀
有
な

大
き
さ
の
も
の

■
提
供
方
法　

樹
種
、
大
き
さ
、

所
在
地
、
樹
木
の
所
有
者
・
情
報

提
供
者
の
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
４
０
１
１
）
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春
の
農
作
業
安
全
運
動
で

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

〜
ノ
ー
ミ
ス 
ノ
ー
事
故 

農
作
業
〜 

　

事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
農
業

者
一
人
ひ
と
り
の
安
全
意
識
の
向

上
、
家
族
や
仲
間
で
声
を
掛
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
作
業
を
始
め
る
前
に
は
、
農
機

具
の
整
備
・
点
検
を
行
い
、
安
全

な
運
転
操
作
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
の
清
掃
や
点
検
整
備
を
す

る
時
に
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止

め
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作
業
し

ま
し
ょ
う
。

○
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
と
き
は
、

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
を
装
し
、

反
射
板
や
低
速
車
マ
ー
ク
を
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
に
行
く
前
に
は
、
家
族
に

作
業
場
所
を
話
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。問

い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

長
門
市
立
図
書
館
が
利
用

で
き
ま
す

■
利
用
開
始
日　

４
月
１
日

■
対
象
図
書
館　

長
門
市
立
図
書

館
本
館
・
ゆ
や
分
館

■
貸
出
点
数　

図
書
・
雑
誌
で
10

冊
以
内

■
貸
出
期
間　

２
週
間
以
内

※
長
門
市
立
図
書
館
で
借
り
た
資

料
は
萩
市
立
図
書
館
に
返
却
で
き

ま
せ
ん
。

■
利
用
方
法　

長
門
市
立
図
書
館

で
住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
提
示
し
、
利
用
カ
ー
ド

を
作
成

■
休
館
日　

月
曜
日
、
第
１
水
曜

日
、
年
末
年
始
、
資
料
点
検
期
間

※
祝
日
の
開
館
は
不
定
期
で
す
。

ま
た
、
開
館
時
間
も
各
図
書
館
で

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

長
門
市
立
図
書
館
本
館

（
０
８
３
７
・
２
６
・
５
１
２
３
）

長
門
市
立
図
書
館
ゆ
や
分
館

（
０
８
３
７
・
３
３
・
０
０
５
１
）

山
口
自
死
遺
族
の
集
い　

「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

　

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
し
た

遺
族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し

て
語
り
合
い
、
わ
か
ち
あ
う
場
と

　

春
は
新
入
学
後
の
子
ど
も
た

ち
の
不
慣
れ
な
登
下
校
や
、
レ

ジ
ャ
ー
の
活
発
化
、
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
等
に
よ
り
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
学
校
や
職
場
な
ど

を
あ
げ
て
交
通
事
故
撲
滅
を
め
ざ

す
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

■
運
動
の
重
点
目
標　

①
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
、

②
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
、
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
④
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進
、
⑤
反
射

材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

※
毎
月
９
日
は
「
反
射
材
・
ハ
イ

ビ
ー
ム
活
用
促
進
の
日
」、
４
月

10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
６
０
１
）

期間中の主な行事 と　き ところ
「ゆっくり走ろう萩の道」
キャンペーン

6日（木）
10：00～11：00

道の駅「萩往還」
パーキング

シルバー安全運転
コンテスト

８日（土）
9：00～12：00 萩自動車学校

むつみ地域交通安全
キャンペーン

11日（火）
7：15～7：45 吉部下鍛冶屋交差点

福栄地域交通安全
キャンペーン「マスコッ
ト作戦」

11日（火）
9：00～10：00

JAあぶらんど阿中
支所駐車場

川上地域交通安全
キャンペーン「マスコッ
ト作戦」

12日（水）
7：00～8：00 川上京

きょうどこ
床

交通安全
グラウンドゴルフ大会

12日（水）
8：30～12：00

阿武川河川公園
白上グラウンド

ルート191セーフティー
ロードキャンペーン

13日（木）
14：00～15：00

道の駅「ゆとりパー
クたまがわ」先

（国道191号）

やまびこキャンペーン 14日（金）
7：30～8：00

むつみＢ＆Ｇ海洋セ
ンター前（県道13号）

萩交通安全協会婦人部
キャンペーン

14日（金）
14：00～15：00

大井大
お お と

渡パーキング
（国道191号）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
住
み
よ
い
山
口 

い
つ
も
心
に 

交
通
安
全
〜

４月
６〜15日

し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

毎
月
第
３
土
曜
日（
８
・

12
月
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
受
付
１
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

防
府
総
合
庁
舎
（
防

府
市
）

■
参
加
料　

２
０
０
円
（
茶
菓
子

代
）

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
０
８
３
５
・
２
７
・
３
４
８
０
）

田
床
山
散
策
と
山
の
幸
を

味
わ
う
会

■
と
き　

４
月
16
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
〜
午
後
１
時
（
受
付
９

時
〜
）

■
と
こ
ろ　

田
床
山
中
央
広
場

※
現
地
集
合
が
困
難
な
方
は
、
申

込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

田
床
山
散
策
、
山
野
草

の
天
ぷ
ら
づ
く
り

※
雨
天
の
場
合
、
田
床
山
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
で
調
理
の
み
実
施
。

■
定
員　

30
人
程
度

■
持
参
品　

弁
当
（
お
に
ぎ
り
程

度
）、
飲
み
物
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※
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
10
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
４
）
へ

初
心
者
向
け
萩
人
形
教
室 

参
加
者

　

針
金
を
中
心
に
綿
や
布
で
作
ら

れ
る
、
愛
ら
し
い
萩
人
形
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
24
日
か
ら
の
毎
月

第
４
月
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵
旧
宅
（
江

向
）

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

初
回
の
み
１
０
０
０

円
、
２
回
目
か
ら
は
２
０
０
円

申
し
込
み

４
月
３
日
〜
17
日
に
、
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
推
進
課（
２
５
・
３
２
９

０
）
へ

わ
ら
び
摘
み
フ
ェ
ス
タ

　

新
緑
鮮
や
か
な
平ひ
ら

蕨
わ
ら
び

台
で
わ

ら
び
摘
み
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分
（
受
付
９

時
〜
）

■
と
こ
ろ　

平
蕨
台
（
福
井
上
）

■
内
容　

わ
ら
び
摘
み
、
昼
食
、

福
引
抽
選
、
も
ち
ま
き
な
ど

■
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料
（
昼
食
代
含
む
）
中
学

生
以
上
１
５
０
０
円
、
小
学
生

５
０
０
円
、小
学
生
未
満
無
料（
昼

食
な
し
）

■
主
催　

平
わ
ら
び
台
交
流
ツ

ア
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

4
月
17
日
ま
で
に
、
福
栄
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門（
５
２
・
０
１

２
１
）
へ

初
心
者
の
た
め
の
菊
づ
く

り
教
室

■
と
き　

５
月
〜
12
月
の
月
３
〜

４
回
程
度
、
午
前
９
時
〜
10
時

■
と
こ
ろ　

旧
田
中
別
邸
駐
車
場

（
平
安
古
町
）

■
内
容　

萩
市
花
と
緑
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
懸
け
ん
が
い崖

菊
、
大
菊
３

本
仕
立
て
、
福
ふ
く
す
け助
菊
づ
く
り

■
応
募
資
格　

原
則
、
全
講
義
に

参
加
で
き
る
方

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
程
度

（
材
料
代
）

※
作
業
が
で
き
る
服
装
で
、
手
袋

を
持
参
。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
会

参
加
者

　

萩
市
は
、
花
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
全
国
の
９
都

市
が
集
う
「
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流

連
絡
協
議
会
」
に
加
盟
し
、
市
民

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ア
ヤ
メ
で
有
名
な
山
形

県
長
井
市
で
開
催
さ
れ
る
、
フ
ラ

ワ
ー
都
市
交
流
会
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
24
日
（
土
）
〜
26

日
（
月
）（
２
泊
３
日
）

■
と
こ
ろ　

山
形
県
長
井
市

■
内
容　

あ
や
め
公
園
の
視
察
、

各
都
市
の
花
に
よ
る
地
域
づ
く
り

等
の
紹
介
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

12
万
円
程
度

■
主
催　

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連

絡
協
議
会

申
し
込
み

4
月
14
日
ま
で
に
、
都
市
計
画
課

（
２
５
・
３
１
６
０
）
へ

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
レ
ッ

ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
春
）」

　

春
を
楽
し
む
約
８
㎞
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
す
。

■
と
き　

４
月
８
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
） 

集
合
・
解
散

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
保
険

代
、
資
料
代
ほ
か
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
６
日
ま
で
に
、
萩
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

江え

舟ふ
ね

岳だ
け

の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
群
生
地
の
観
察
会

　

川
上
長
門
峡
の
江
舟
岳
に
あ
る

県
下
有
数
の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を

観
察
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
13
日
（
土
）、
14

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

江
舟
岳
山
頂
付
近

※
中
央
公
園
駐
車
場
ま
た
は
川
上

公
民
館
前
に
各
自
自
家
用
車
で
集

合
。

■
講
師　

永
井
要よ
う
め
い
明
（
自
然
観
察

指
導
員
）

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
カ
メ

ラ
、
雨
具
、
杖
な
ど

※
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
長
靴
か
地
下

足
袋
ま
た
は
ス
ニ
ー
カ
ー
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
北
浦

自
然
観
察
会
（
０
９
０
・
８
２
４

０
・
９
７
８
５
）
永
井
へ

萩
海
運
の
船
員

■
募
集
職
種　

見
島
航
路
船
舶「
お

に
よ
う
ず
」
船
員
（
甲
板
員
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
で
、

見
島
か
ら
乗
船
勤
務
で
き
る
方

■
待
遇　

萩
海
運
有
限
会
社
給
与

規
程
に
よ
る

■
選
考
方
法　

筆
記
試
験
、
面
接

（
５
月
中
旬
）

■
採
用
日　

６
月
１
日

■
申
込
方
法　

５
月
１
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
郵
送
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
４　

萩
市
東

浜
崎
町
１
３
９
‐
１　

萩
海
運

（
２
５
・
２
０
４
０
）
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介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

　

介
護
専
門
職
と
し
て
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・

援
助
技
術
の
修
得
を
図
り
、
国
家

資
格
で
あ
る
介
護
福
祉
士
の
取
得

を
目
指
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
１
日
〜
11
月
30
日

■
と
こ
ろ　

福
祉
複
合
施
設
つ
ば

き■
内
容　

面
接
授
業
、
添
削
指
導

（
通
信
講
座
）

※
面
接
授
業
の
期
間
は
６
月
25
日

〜
８
月
27
日
の
内
９
日
間
。

■
対
象
者　

介
護
福
祉
士
の
取
得

に
向
け
て
意
欲
が
あ
る
方

■
定
員　

30
人

■
申
込
方
法　

４
月
30
日
ま
で

に
、
か
が
や
き
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団
か
が
や
き

（
２
４
・
４
１
１
１
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
春
期
）

　

萩
市
や
近
郊
に
お
住
い
の
外
国

人
の
方
が
円
滑
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
基
礎
的
な
日
本
語
と
日
本
文

化
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
で
す
。

■
と
き　

４
月
12
日
〜
７
月
５
日

の
毎
週
水
曜
日
（
５
月
３
日
は
休

講
）、午
後
７
時
〜
９
時（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
ク
ラ
ス

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
講

師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
一
年
を
通
じ
て

花
に
あ
ふ
れ
た
萩
の
ま
ち
づ
く
り

と
、
花
に
よ
る
市
民
の
緑
化
意
識

の
高
揚
を
目
指
し
て
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
花
壇
部
門

◦
個
人
の
部　

◦
地
域
・
職
域
団
体
の
部

◦
学
校
花
壇
の
部　

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に
観

賞
で
き
る
場
所
に
花
を
植
栽
し
て

い
る
個
人
や
団
体
。

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）
の
美
し
さ
、
花
壇
の

育
成
状
況
、
花
壇
づ
く
り
の
創
意

工
夫
な
ど

■
審
査
日　

４
月
20
日
（
木
）

（
島
し
ょ
部
、木
間
小
・
中
学
校
、萩

地
域
以
外
の
学
校
は
17
〜
19
日
）

■
申
込
方
法　

４
月
12
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
部
門
別
を
記

入
し
、郵
送
、持
参（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
く
だ
さ
い
）。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
）

　

市
で
は
、就
業
機
会
の
少
な
い
こ

と
、若
者
等
の
市
外
流
出
に
よ
る

人
口
減
少
、離
職
者
の
雇
用
確
保

等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、独
創

性
や
市
場
性
の
あ
る
事
業
内
容
で

新
た
に
起
業
す
る
方
、新
分
野
進

出
等
で
規
模
拡
大
を
図
る
既
存
事

業
者
に
対
し
て
、事
業
所
開
設
等

に
必
要
な
資
金
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
「
地
方
創
生

に
係
る
包
括
協
定
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
市
の
補
助
金
の

対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
萩
山
口

信
用
金
庫
か
ら
の
助
成
金
20
万
円

も
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法　

商
工
振
興
課
備
え

付
け
の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
書
類
を
添
付
し
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
細
は
、
商
工
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
８
１
１
）

■起業化支援補助金制度の概要

内容
①平成29 年1 月～9 月までに起業した、または起業予
定の方、および新分野進出等により規模拡大した、ま
たは規模拡大予定の既存事業者
②市場性（市場規模）に応じた業種

対象者

①起業（開業）の日に市内に居住、または居住を予定し
ている方
②市内に起業のため事業所を設置、または設置しよう
としている方（加盟小売店を除く）、既存事業とは異な
る新分野進出のために規模拡大をしようとする既存
事業者
③市税をすべて完納している方
※支援拡大に伴い、今年度から交付申請者は審査会で
のプレゼンテーションが原則必要。また決定後は交付
式への参加が必要。

補助対
象経費

①事業所の賃貸または開設に係る経費、②設備、備品
購入費、③従業員の人材育成費、④広告宣伝費、⑤その
他事業開始に係る経費（法人化にかかる経費を除く）
※補助対象経費の合計が50 万円以上となる事業

補助率 2 分の1 以内（上限50 万円）

募集
期間

前期募集期間：４月３日〜28 日
※後期は10 月2 日〜31 日の間、平成29 年７月〜平成
30 年3 月までの起業等に対して募集します。

添付
書類

①法人は法人登記簿謄本・定款、個人は税務署提出の
開業届出書の写し、②起業計画書、③事業所開設経費
明細、④申請者の市税の納税証明書またはこれに代わ
る書類など

市
と
萩
山
口
信
用
金
庫
の

補
助
金
・
助
成
金
で
最
大
70
万
円
支
援
！

萩
市
起
業
化
支
援
補
助
制
度

募
集
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至
誠
館
大
学
２
０
１
７
年

度
（
前
期
）
公
開
授
業

■
受
講
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

４
月
６
日
ま
で
に
、
至
誠
館
大
学

学
務
課
（
２
４
・
４
０
０
０
）

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め

の
弁
護
士
電
話
法
律
相
談

　

ご
家
族
、
支
援
者
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

４
月
11
日
、４
月
25
日
、

５
月
９
日
、
５
月
23
日
、
６
月
13

日
、
６
月
27
日
（
い
ず
れ
も
火
曜

日
）
午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
内
容　

消
費
者
被
害
、
遺

言
、
相
続
、
成
年
後
見
、
財
産
管

理
、
介
護
、
虐
待
な
ど

■
相
談
受
付
電
話　

０
８
３
・
９
２
０
・
８
７
３
０

問
い
合
わ
せ

山
口
県
弁
護
士
会

（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
０
８
７
）

　

市
で
は
、
結
婚
に
よ
る
定
住
人

口
の
増
加
、
若
者
の
定
着
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
５
月
か
ら
結
婚

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今

年
１
月
ま
で
の
登
録
者
は
、
４
０

６
人
（
男
性
２
２
３
人
、
女
性
１

８
３
人
）
で
、
そ
の
う
ち
32
組
が

成
婚
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
第
２
庁
舎
で
、
結
婚
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
、
登
録
し
た

方
同
士
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
が
良
縁
に

恵
ま
れ
る
よ
う
、
相
談
員
が
独
身

者
の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。

■
相
談
日　

原
則
と
し
て
毎
週

火
・
金
曜
日
、
毎
月
第
１
・
３
土

曜
日
と
第
４
日
曜
日
、
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
と
き
（
４
月
分
）　

４
月
１
日

（
土
）、
４
日
（
火
）、
７
日
（
金
）、

11
日
（
火
）、
14
日
（
金
）、
15
日

（
土
）、
18
日
（
火
）、
21
日
（
金
）、

23
日
（
日
）、
25
日
（
火
）、
28
日

（
金
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
２

階

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
結
婚
を

希
望
す
る
20
歳
以
上
の
独
身
者

■
相
談
の
流
れ

①
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
日
時

を
予
約

②
結
婚
相
手
の
紹
介
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
相
談
所
備
え
付
け
の

申
込
書
を
記
入
、
提
出

③
登
録
者
の
中
か
ら
、
希
望
の
条

件
に
合
う
方
を
、
本
人
の
了
解
を

得
た
上
で
紹
介

■
登
録
方
法　

結
婚
相
談
所
備
え

付
け
の
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添

え
て
提
出

◦
写
真
２
枚
（
撮
影
後
１
カ
月
以

内
、
上
半
身
を
撮
影
し
た
Ｌ
判
サ

イ
ズ
）

◦
独
身
証
明
書
１
通
（
本
籍
地
の

市
区
町
村
役
場
で
本
人
申
請
の
み

交
付
可
）

※
申
込
時
に
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
萩

市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き

適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験

　

排
水
設
備
の
工
事
は
、
専
門
的

な
技
術
と
知
識
を
持
つ
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
が
い
る
指
定
工

事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
試
験
は
隔
年
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
11
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ

ー
ク
（
山
口
市
）

■
申
込
方
法　

４
月
24
日
〜
５
月

16
日
に
、
下
水
道
建
設
課
、
各
総

合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
へ

※
詳
細
は
、
山
口
県
下
水
道
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課（

２
５
・
４
６
５
１
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

４
月
11
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

授業名 公共経営論特講 現代の日本社会 日本の産業と企業

開催日 4月8日（土）
4月11日～7月25日の
毎週火曜日（全15回）

※5月2日は休み。

4月11日～7月25日の
毎週火曜日（全15回）

※5月2日は休み。
開催時間 9：00～16：00 12：45～14：15 14：25～15：55

会場 明教館1号棟102教室 明教館3号棟324教室 明教館3号棟324教室

内容

午前：京都フォーラムに所属
する大阪若手オーナー経営者
5 ～ 6 人による起業体験と経
営理念をリレー講義
午後：グループディスカッション
※午前のみの参加も可。

大阪の若手オーナー
経営者がリレー方式
により、起業への経
緯と経営実践を通じ
た経営理念の確立な
どについて講義

明治以降の日本の産
業発達史を三菱グル
ープを事例にあげて
説明するとともに萩
出身者の活躍にも触
れる
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に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

は
ぎ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

４
月
29
日
（
土
・
祝
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
児
童
館
の
開
館
は
、
午
前
11
時

か
ら
で
す
。

■
と
こ
ろ　

児
童
館
、
萩
わ
ん
ぱ

ー
く
、
中
央
公
園

■
内
容　

チ
ャ
ン
バ
ラ
合
戦
（
要

予
約
）、
ピ
ヨ
ピ
ヨ
コ
ー
ナ
ー
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
び
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
読
み
聞
か
せ
、
ふ
れ
あ

い
動
物
体
験
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
チ
ャ
ン
バ
ラ

合
戦
を
Ｊ
Ａ
萩
本
所
農
協
会
館
で

行
う
ほ
か
、
内
容
を
一
部
変
更
し

て
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

高
杉
晋
作
の
決
意
ー
明
治
維
新
へ
の
助
走
ー

特
別
展　

高
杉
晋
作
没
後
１
５
０
年
記
念

４
月
14
日（
金
）〜
５
月
７
日（
日
）ま
で

　
「
日
本
を
西
洋
列
強
の
属
国
に

し
て
は
な
ら
ぬ
」
そ
の
晋
作
の
決

意
が
、
明
治
維
新
へ
の
助
走
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
晋
作

の
上
海
日
記
「
遊
ゆ
う
し
ん清

五ご
ろ
く録

」、「
御み

楯た
て

組
血
盟
書
」、
宮
内
庁
所
蔵

「
晋
作
書
簡
」（
桂
小
五
郎
・
井
上

聞ぶ
ん
た多
あ
て
）、「
柳
や
ぎ
ゅ
う
し
ん
か
げ

生
新
影
流
伝
書
」

な
ど
の
資
料
か
ら
、
過
激
な
攘
夷

運
動
へ
と
向
か
う
決
意
の
軌
跡
を

辿た
ど

り
ま
す
。

■
観
覧
料　

大
人
５
１
０
円
、高
・

大
学
生
３
１
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

■
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト　

大
人
１

５
４
０
円
、
高
・
大
学
生
９
２

０
円
、
小
・
中
学
生
３
１
０
円

◆
平
成
29
年
度
展
示
案
内

○
企
画
展
「
萩
・
夏
み
か
ん
物
語
Ⅱ
」

５
月
13
日
（
土
）
〜
６
月
11
日
（
日
）

萩
の
夏
み
か
ん
に
つ
い
て
再
発
見

○
特
別
展
「
驚
異
の
遭
遇
！
未
確
認

生
物
」

６
月
24
日
（
土
）
〜
９
月
３
日
（
日
）

未
確
認
生
物
の
正
体
に
迫
る

○
没
後
百
年
記
念
企
画
展
「
日
本
の

工
学
の
父 

山
尾
庸
三
」

９
月
16
日
（
土
）
〜
12
月
３
日
（
日
）

昨
年
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
初
公
開

○
企
画
展「
萩
の
鉄
道
こ
と
は
じ
め
」

12
月
16
日（
土
）〜
平
成
30
年
４
月
８

日（
日
）

萩
と
鉄
道
の
関
わ
り
を
紹
介

◎
「
い
き
も
の
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

萩
の
広
大
な
海
と
大
地
に
棲
む
、

い
き
も
の
の
標
本
、
約
４
０
０
０
種

類
、２
万
点
以
上
が
集
結
。
ザ
・
シ
ェ

リ
ン
グ
・
バ
ー
で
は
好
き
な
貝
を
探

し
て
楽
し
め
ま
す
。

※
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
萩
・
夏

み
か
ん
物
語
」
は
、４
月
９
日
（
日
）

ま
で
で
す
。

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

４
月
14
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

山
口
正ま
さ
の
ぶ之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談

■
と
き　

４
月
26
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

長
な
が
た
に谷
義よ
し
あ
き明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
４
月
３
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」
記
念

無
料
法
律
相
談
会

　

民
事
一
般
の
内
容
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
と
き　

４
月
20
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
１
人
30

分
の
予
約
制
）

■
と
こ
ろ　

萩
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
江
向
）

■
相
談
内
容　

借
金
、
離
婚
、
相

続
、
労
働
問
題
等

主
催
・
申
し
込
み

法
テ
ラ
ス
山
口

（
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
９
０
）

萩
市
民
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

４
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性
（
大
学
生
可
）

■
チ
ー
ム
編
成　

行
政
区
単
位
で

編
成
。
た
だ
し
、
チ
ー
ム
編
成
が

困
難
な
場
合
は
、
隣
接
行
政
区
と

の
混
成
出
場
可（
萩
地
域
以
外
は
、

地
域
単
位
で
の
チ
ー
ム
編
成
可
）。

25
歳
以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
。

※
今
大
会
か
ら
、
60
歳
以
上
で
編

成
す
る
チ
ー
ム
は
行
政
区
を
問
い

ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

４
月
14
日
ま
で
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萩
市
国
際
交
流
員
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト

　

英
国
出
身
の
国
際
交
流
員
に
よ

る
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
本
語
を
交
え
、
楽
し
く
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
英

語
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
安
心
し

て
参
加
で
き
ま
す
。

①
国
際
交
流
員
の
読
み
聞
か
せ

　

英
国
の
子
ど
も
達
に
愛
さ
れ
て

い
る
絵
本
や
児
童
書
の
読
み
聞
か

せ
を
し
、
絵
本
を
通
じ
て
異
文
化

を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
〜
平
成
30
年
３
月

の
毎
月
第
２
水
曜
日
、
午
後
４
時

〜
５
時
（
た
だ
し
、
８
月
は
お
休

み
し
ま
す
。）

②
国
際
交
流
員
と
あ
そ
ぼ

　

英
国
の
子
ど
も
な
ら
誰
も
が

知
っ
て
い
る
歌
や
ゲ
ー
ム
、
手
遊

び
な
ど
を
英
国
の
文
化
に
触
れ
な

が
ら
、
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く

教
え
ま
す
。

■
と
き　

４
月
〜
平
成
30
年
３
月

の
毎
月
第
４
水
曜
日
、
午
後
４
時

〜
５
時
（
た
だ
し
、
７
・
12
月
は

お
休
み
し
ま
す
。）

▽
①
・
②
の
共
通
事
項

■
と
こ
ろ　

わ
く
わ
く
子
ど
も
図

書
館

■
対
象
者　

小
学
生
以
下

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人
程
度（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

③
国
際
交
流
員
の
大
人
向
け
英
語

講
座「
英
語
で
話
そ
う
」（
全
11
回
）

　

英
語
で
萩
案
内
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
19
日
（
水
）、
５

月
〜
平
成
30
年
３
月
の
毎
月
第
２

水
曜
日
、
入
門
コ
ー
ス
＝
午
前
10

時
〜
10
時
45
分
、
初
級
コ
ー
ス
＝

午
前
11
時
〜
11
時
45
分（
た
だ
し
、

８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。）

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
対
象
者　

入
門
コ
ー
ス
＝
全
く

英
語
に
自
信
の
な
い
方
、
初
級

コ
ー
ス
＝
少
し
英
語
を
話
せ
る
方

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

各
コ
ー
ス
５
〜
10
人
程

度
（
要
申
込
）

申
し
込
み　

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

萩
八
景
遊
覧
船

桜
観
賞
コ
ー
ス
運
航

　

河
添
や
江
向
地
区
の
川
土
手
に

咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
な

ど
約
２
７
０
本
が
川
面
か
ら
楽
し

め
る
「
桜
観
賞
コ
ー
ス
」
を
運
航

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
の

陶
芸
、
硯
す
ず
り、
金
工
、
漆
芸
の
４
部

門
の
新
作
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
会
員
に
よ
る
展
示
品
解
説

■
と
き　

４
月
15
日
（
土
）、
16

日
（
日
）、22
日
（
土
）、23
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

　
　

４
月
13
日（
木
）〜
23
日（
日
）

第
40
回
記
念 

山
口
伝
統
工
芸
展

■
観
覧
料　

一
般
・
学
生
３
０
０

円
、70
歳
以
上
・
18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

４
月
17
日
（
月
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

日
本
工
芸
会
山
口
支
部

（
０
８
３
・
９
３
３
・
４
６
５
０
）

　

色い
ろ
え
じ
き

絵
磁
器
の
わ
ざ
と
美
の
極
致

を
追
求
し
た
「
色い
ろ
な
べ
し
ま

鍋
島
」
の
伝
統

を
、
近
代
以
降
も
一
貫
し
て
担
っ

て
き
た
今い
ま
い
ず
み
い
ま
え
も
ん

泉
今
右
衛
門
家
。
本
展

で
は
、
人
間
国
宝
で
あ
る
当
代

（
十
四
代
）
今
右
衛

門
に
い
た
る
崇
高
と

美
に
つ
い
て
、「
色

鍋
島
」
３
７
０
年
の

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
紹
介
し
ま
す
。

　
　

４
月
29
日（
土
・
祝
）〜
６
月
25
日（
日
）

今
右
衛
門
の
色
鍋
島

特
別
展

十四代今泉今右衛門
「色

いろえうすずみ

絵薄墨墨
すみ

はじき柘
ざ く ろ

榴文
もんふたつきへい

蓋付瓶」
（2011年）

ー
色
絵
磁
器
の
最
高
峰
ー

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、18
歳

以
下
は
無
料

■
休
館
日　

５
月
15
日
、29
日
、６

月
12
日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日

し
て
い
ま
す
。

■
運
航
期
間　

４
月
９
日（
日
）ま

で
（
予
定
）　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
発
着
場
所　

指
月
橋
そ
ば
（
堀

内
）

■
所
要
時
間　

約
45
分
（
通
常
よ

り
５
分
程
度
延
長
）

■
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小

学
生
以
下
６
０
０
円
（
通
常
料
金

と
同
じ
）、
３
歳
未
満
無
料

問
い
合
わ
せ

萩
八
景
遊
覧
船（
２
１
・７
７
０
８
）

臨り
ん
こ
う江

書
・
水
墨
画
展

■
と
き　

４
月
７
日
（
金
）
〜
９

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

一
般
、
学
生
の
書
道
会

展
（
書
・
水
墨
画
・
絵
画
）

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

臨
江
書
道
水
墨
画
会（
２
２
・
６
３

９
６
）
伊い

さ佐
青せ
い
か
い海
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地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
13 ㊍

田万川・須佐 地域
10:00 〜平山台駐車場

9:30 〜須佐保セ
10:00 〜小川交流セ
9:30 〜田万川保健セ

9:30 〜弥富公民館
10:00 〜須佐郵便局

13:30 〜須佐保セ

　平山台体操
　元気もりもり体操会
　エアロビクス教室
　萩市健康体操教室
　弥富元気クラブ
　まちの保健室健康相談
　みんなの健康運動教室

3 ㊊
7 ㊎

11 ㊋
12 ㊌
14 ㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667

5 ㊌

12 ㊌

　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウイルス検査
　（血液検査）（要予約）
　風しん抗体検査（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　エイズ即日検査　（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:00 〜
14:00 〜
13:30 〜

2 ㊐ 萩市長杯争奪市内高等学校硬式野球大会
8:30〜萩スタジアム

7 ㊎ 萩グラウンド・ゴルフ普及親睦大会
8:30〜萩スポーツ広場

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

開催中〜16㊐
開館1周年記念写真展

「明木図書館ができるまで」
9:00〜 明木図書館

6 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館
8 ㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館
12㊌ としょかんのひみつミッション！15:30〜 明木図書館
14㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館
15㊏ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：3㊊、10㊊
   　　　明木図書館：3㊊、10㊊

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
8 ㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
12㊌ ベビーマッサージ教室（定員：5組） 10:00〜11:30

12㊌ 国際交流員ティリーの読み聞かせ
（子ども図書館） 16:00〜

14㊎ だんすダンス！ 19:00〜20:00
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
11㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

10:30 〜中央公園
13:30 〜三見公民館

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜越ヶ浜介護予防セ

13:30 〜椿東小学校地域ふれあいセ

10:30 〜中央公園

6 ㊍

7 ㊎

11 ㊋
12 ㊌
13 ㊍

14 ㊎

　栄養相談日・健康相談日
●母子相談室
●1歳児集まれ教室（H28.4月生まれ）
　こころの相談日（要予約）
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　三見ソナタ
　こころの相談日（要予約）
　越ヶ浜グッドヘルス
　椿東健康づくり教室

　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

地域川上・旭
9:30 〜川上保セ

10:00 〜川上保セ
　川上運動教室
●乳幼児相談

10 ㊊
12 ㊌

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○八重子のハミング
○君の名は。
○この世界の片隅に
○美女と野獣

上映中
上映中
上映中
4/21〜
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＃８０００

（受付時間：午後７時〜翌朝８時）

電話相談
小児救急医療
にかかる前に

情報カレンダー日月火水木金土
1

32 5 6 7 8
11

17 18
9 1314 1512
16 21 2220
10

24 25262723
19

4

28 29
30

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
萩・阿武健康ダイヤル 24 で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

2日㊐
9日㊐

休日急患診療セ
齋藤（阿武町）

26・1397
08388・2・2838

※阿北地区（萩地域以外）

24時間年中無休
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊏
○アトリエ陽だまり（水彩画）生徒110人展 〜4日　　　（10:00〜/市民館小ホール）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 藤原（土原） 22・0781

2 ㊐
●市役所の窓口開設 （8:30〜12:00/市役所本庁） 内科（外科）・歯科
○吉田松陰顕彰吟詠コンクール全国大会 （9:30〜/サンライフ萩）休日急患診療センター（椿）26・1397

3 ㊊
●萩城下の古き雛たち「流し雛」 （10:00〜/旧湯川家屋敷周辺の藍場川）外科 花宮（平安古町） 25・8738

内科 みやうち（椿） 25・2500

4 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

5 ㊌
外科 かわかみ（椿東） 21･7538
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

6 ㊍
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

7 ㊎
○臨江書・水墨画展 〜9日 （10:00〜/市民館小ホール）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 山本（椿東） 26・0077
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

8 ㊏
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

9 ㊐
 内科（外科）・歯科
休日急患診療センター（椿）26・1397

10㊊
●各小・中学校入学式 外科 めづき（土原） 22・2248

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

11㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）外科 大藤（椿） 21・0002
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）内科 市原（塩屋町） 22・0184

12㊌
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 波多野（堀内） 25・2788

13㊍
○山口伝統工芸展 〜23日 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 藤原（土原） 22・0781

14㊎

●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 萩市民（椿） 25･1200
●萩博物館「高杉晋作の決意」 〜5/7 （9:00〜/萩博物館）内科 みやうち（椿） 25・2500
●人権・行政相談 （10:00〜/旭活性化センター）
●消費生活無料法律相談会 （10:00〜/市役所）
○萩創美会展 〜16日 （10:00〜/市民館小ホール）

15㊏
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 柳井（橋本町） 22・0748

16㊐

17㊊
※小児科は、7日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月４
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※平成29年３月１日〜３月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi

　３月 23 日、平成 25 年７月 28 日の萩市東部集中豪
雨災害で被災した、国道 191号と海側の集落を結ぶ、
市道旧国道線に架かる「港橋」の復旧工事が完了、竣
工式を開催しました。当日は、完成を祝って、須佐保育
園児 22 人による風船飛ばしの後、地区の方たちが渡
り初めを行いました（事業については、３ページ参照）。

表紙 須佐地区 未来への架け橋へ
「港橋」の完成を子どもたちが祝福

　旧明倫小学校の時は、音楽室として使用されていた部
屋を、趣のある昔ながらの木造の教室に復元。移動できる
舞台やプロジェクターなども備え、ミュージカルや紙芝居
などのほか、さまざまな催し物で利用することができます。
■昔ながらの雰囲気の教室で
　　ミュージカルや紙芝居が楽しめる！
　３月４日の萩・明倫学舎のオープン記念イベントとして、
スタジオレイによる松陰ミュージカル「萩・明倫学舎バージ
ョン」が披露されました。４日と５日の10回の公演は、廊下
からの立ち見がでるほどの盛況でした。松陰ミュージカル「萩・
明倫学舎バージョン」は、４月29日、30日と５月３日〜７日
にも行われます。

多目的復元教室（本館西側１階）
趣のある木造教室で多彩な催し物も

萩・明倫学舎
楽しんで「萩」を学ぼう ❶

オープニングイベントで披露された松陰ミュ
ージカル萩・明倫学舎バージョン（３月４日）

　また、明治維新にま
つわる物語を中心に、
面白くて有意義な「紙
芝居」の上演も人気で
す。５月末までは、水・
金曜日は午前11時から、
月・火・土・日曜日は午後１時30分から行われています。
　ぜひ、多目的復元教室でのイベントも楽しみにご来館
ください。
■問い合わせ　萩・明倫学舎（２１・２０１８）
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